
 

（５）第５学年 家庭科「食べて元気！ご飯とみそ汁」 
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■食育授業の「さ」…さがす 
 事前学習として、学級活動において自分自身の生活における課題を見つける活動を行った。

朝食に3品食べるようにはなったけれど、「噛む回数が少ない」「食欲がなく、少ししか食べる

ことができない」などの実態を明らかにすることができた。また、「起きてから家を出るまでの

時間が短いので、早く食べられるような朝ごはんの工夫が必要だ」と答える児童もいた。そこ

で、朝食パワーを体に取り込んで学校に登校するためにも、朝食を工夫していこうと家庭科に

つなげた。 
■食育授業の「し」…調べる・知る 
 全員が共通して食べる給食を教材として、栄養のバ

ランスや食事を作るときの工夫を学習した。一食で栄

養のバランスや複数の工夫が隠されている給食を参考

に食事を作っていくと理想の食事になることを知るこ

とができた。 
■食育授業の「す」…ステップアップ 
 本時で「朝におすすめ！スペシャルみそ汁を考えよ

う」という学習課題を設定し、自分の生活の課題にせ

まる工夫を取り入れたみそ汁を考えた。まず、これま

でに学習した工夫や栄養などの知識を使って、教師が

考えたみそ汁を課題解決できるみそ汁に修正する活動

をグループで行った。「目が覚めない」という課題に対

し、辛さの工夫や食感の工夫を行い、地場産物である

「ゆずごしょう」を入れたり、噛み応えのある「こん

にゃく」や「ごぼう」を実に入れたりと趣向を凝らし

たみそ汁を考えることができた。 
■食育授業の「せ」…生活にせまる 
 次に、「さ」段階で考えていた朝の課題を解決するス

ペシャルみそ汁を自分で考えた。朝の課題を解決する

工夫をするとともに自分や家族の好みやあさぎり産の

食材を生かし、みそ汁の実の組み合わせを考えた。そ

の後、友達に「課題は克服できているけど、彩りを足

すともっといいと思うよ。」などのアドバイスをもらい、

更に工夫を重ねていた。 
■食育授業の「そ」…育てる 
授業後、自ら考えたみそ汁を家庭で調理するという課題を出した。家族に「おいしい」と言

ってもらえたことに喜びを感じていた。また、家庭からの「普段の朝食は具が少ないので、子

どもの考えたみそ汁は栄養もあり、彩りもよかったので参考にしていきます。」などの意見があ

り、家庭への啓発としても効果的だった。 
 
＜成果（○）及び課題（▲）＞ 
○ 栄養に目を向けるようになり、家庭での食生活をより豊かにしようとする意識が高まった。

また、料理作りのお手伝いをする機会が増えた。 
▲ 工夫に使う食材の種類の知識が少なかったため、似たようなみそ汁になった子どももいた。

食材調べや給食の食材にもっと興味を持たせる指導が必要だった。 
 

第５学年 家庭科 「食べて元気！ご飯とみそ汁」授業の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
す 【グループで話し合う】 

 
 
 
 
 
 
 
 
す 【アドバイスし合う】 

人参を加えると彩りがもっとよ

くなると思うよ。 
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＜ワークシート・教材・教具＞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本時のワークシート】

【家庭での実践用のワークシート】

【「みそ汁作りの工夫」の掲示物】

児童の変容やみそ汁の感想。
課題克服みそ汁への家族からの
評価
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（６）第６学年 外国語活動「Let’s go to Italy!」 

 
  

 

第６学年１組 外国語活動学習指導案 
日 時 平成２８年１１月１７日（木） 第２校時 

場 所 ６年１組教室 

指導者 教 諭 鎌田 真奈美（T1） 

ＡＬＴ デパーマー・ケイトリン（T2） 

支援員 佐﨑 朱           

○研究テーマ       食から見つめ直す健やかな心と体 
 ～学校・家庭・地域の連携を通した自己管理能力の育成～ 

 

○目指す子どもの姿（高学年） 
心身の健康のために、自らの生活を見つめ直し、よりよい食生活習慣を築く子ども 

 
１ 単元名「LESSON5 Let’s go to Italy. 友だちを旅行にさそおう」(Hi, friends!2 文部科学省) 
 
２ 単元について 
（１）単元のねらい 
   本単元は、学習指導要領に示されている外国語活動の内容２（２）「日本と外国との生活、習

慣、行事などの違いを知り、多様なものの見方や考え方があることに気付くこと。」を受けて設定
したものである。 

   子どもたちは、５年生の単元「LESSON9 What would you like? ランチメニューを作ろう」にお
いて、なじみのある洋食の英語での言い方や世界の給食について学んできている。また、６年生
までに給食で様々な国の料理を口にしており、その経験と本単元の活動をつなげることもできる。 

   本単元では、“Where do you want to go?”“I want to go to ～.”の表現を使う活動を通し
て、英語圏だけでなく世界の様々な国々に目を向け、自然や建造物、食事など多様な文化に興味
をもたせ、日本との違いに気づかせることをねらいとしている。本単元で、自分が行きたい国に
ついて調べたり、友達の発表を聞いたりする中で、世界の人々が様々な生活をしていることに気
付き、自分たちが住む日本の文化についても改めて見直すことができるだろう。 
世界の文化を理解する手立ての一つとして、その国の料理を入れることで、給食や総合的な学

習の時間で調べた日本や地域の料理とつなげ、その違いや良さに気づくこともできる。 
「自分が調べた情報を、英語を使って伝えたい」「友達の発表を聞いて行きたい国を探したい」

という双方の思いが、英語に親しみ、お互いのコミュニケーション能力を高めることにつながる
と考えられる。 

 
（２）系統（本単元に関する「食育ユニット」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

食育関連授業…Ⅲ型

５年生 ６年生 

食育タイム 世界の料理（文）
インド・韓国・フランス・ロシア

10 月 総合
地域の料理
（文）

９月総合
パンつくり
（選・感・

文）

9 月 学活
地域の特産物を
知ろう （文）

家庭科
食べて元気
ご飯とみそ汁

学活
朝の生活を
見直そう

7 月 国語
あさぎりﾊﾟﾝ
ﾌﾚｯﾄつくり
（文）

２月
学習発表会
よ う こ そ
ASAGIRI 
TOWNへ

社会
食べ物はど
こから 1 月 学活

食事に感謝しよ
う （感）

食育タイム
地域の食べ物（文）

３月 家庭
考えようこれか
らの生活（重・健・
選）

中学校 

英語（異文化理解）
Unit 5
学校の文化祭
Unit 6
オーストラリアの兄
Unit 7
ブラジルから来たサ
ッカーコーチ
Unit 8
イギリスの本
Unit 9
チャイナタウンへ行
こう
Unit 10
憧れのボストン

６月外国語
Ｉcan swim.
 (文)

11 月外国語【本単元】
Let’s go to Italy.
(世界の料理) (文)

外国語
ランチメニュ
ーを作ろう

11 月 地産地消
１月 食べ物を大

切にしよう（日本の料
理・世界の料理）
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■食育授業の「さ」…さがす 

日頃の食育タイムで給食に出た世界の料理について話をしたり、食材の原産国を紹介したり

した。文部科学省の「楽しい食事つながる食育」食育教材を活用し、世界地図に給食の写真と

メニューを掲示するようにし、日頃から日本の食事だけでなく世界の食文化に触れられるよう

にした。同時に、総合的な学習の時間で「地域の食文化」について調べ、身近な食文化にも理

解を深めるようにした。外国語活動においては、自分が行きたい国についての名所や料理を本

やインターネット等で調べさせ、日本の食文化や日頃口にしている世界の料理、給食で出てき

た世界の料理などと比較できるようにした。 
■食育授業の「し」…調べる・知る 
 これまで 」ズイク理料「、せさべ比を理料の国いたき行が分自の回今と識知るす関に食たし積蓄

として出させることによって、知識の活用の機会となり、より幅広く世界の食文化に対する理

解が深まった。クイズの中に、「給食で食べたことがある」や「食材の味」、「栄養」など、これ

までに得た食に関する知識をヒントに出している姿が見られた。 
■食育授業の「す」…ステップアップ 
 本時では、違う国を調べた4人グループでshow&tell
を行い、自分が食べたいと思った料理を相手に共感して

もらうために、クイズに出したり、ヒントを出したり、

情報を付け加えたりした。聞く側は、自分が調べた料理

と比べたり、「自分も食べたい」「おいしそう」「好きだ」

と感想を英語で述べあったりした。その後、自分が行き

たくなった国についての理由の一つに「～を食べたい」

と言わせることによって、児童に旅行の目的意識と食に

関する主体性を持たせることができた。 
■食育授業の「せ」…生活にせまる 
 さらに、自分たちが今まで調べた日本各地の料理について、世界の料理で使った英語表現で

紹介することにチャレンジさせることによって、世界の料理と日本の料理を比べるきっかけと

なった。 
また、食育タイムなどで知った地域の郷土料理を外国の人をあさぎり町に誘う活動に入れた

ことによって、自分の住む町の食文化の良さを再確認することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■食育授業の「そ」…育てる 
 授業後、6 年生が調べた世界の料理、日本の料理、郷土の料理は、食育ロードに掲示し、全

校児童に広げた。 
また、献立を見る際に郷土の料理や世界の料理に目を向ける児童が増えた。給食の際にも、ク

イズに「どこの国の料理でしょう」と出すなど、食文化の広がりが見られた。 

第６学年 外国語活動 「Let’s go to Italy！」授業の様子  

 
 
 
 
 
 
 
 
す 【食べたいものを紹介する】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ 【郷土料理であさぎり町に誘う児童】 

Yes, I will！ 

You can eat みょうがまんじゅう． 
You can see 白髪岳． 
Let’s go to あさぎり町！ 
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＜成果（○）及び課題（▲）＞ 
○ 日頃から培ってきた食に関する知識を生かす機会となって、児童も喜んで活動した。日本

の食文化と世界の食文化それぞれに調べていたことを本時でつなげることができた。なによ

り、子どもたち自身が給食や食べることを楽しみにするようになった。 
▲ 今回学習したことを、家庭に生かすことがまだできていないので、授業参観や学習発表会

等で保護者や地域に発信することを取り組む必要がある。 
 
＜ワークシート・教材・教具・掲示物など＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【文科省「食育教材」活用 P２７】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【本時のワークシート】 

本時の板書 

 

食に関する活用の場面 

・communication timeで好き

な食べ物を聞く。 

・食べたい世界の料理を発表す

る。 

・料理クイズを行い、食の知識

を活用してヒントを出す。 

・今まで食べた給食と関連付け

る。 

・使用する英語の文章表現に、

総合的な学習の時間に調べた

日本各地の食べ物を入れる。 

・あさぎり町の郷土料理を使っ

て、外国の人を誘う。 

あさぎり町の料理地図 

 

 

児童のコメント 

・知っている国でもいろいろな料理があることに気が

付きました。 

・ポーランドの国に紫のスープがあることに驚きまし

た。 

・国によって味や食べ物が違ってくることを知りまし

た。 

・いろんな国の料理を知って、行きたい気持ちが大き

くなった。 

・国によってサボテンを食べたり、羊を食べたりと日

本と違うものを食べていることに驚きました。一度

食べてみたいです。 
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